
新型コロナウイルス感染症に関する事業所アンケート調査(お願い) 
 
 野田商工会議所では、新型コロナウイルス感染拡大に伴い、事業所が抱える課題を把握するために、
以下のとおりアンケートを行います。ご協力お願いします。 
 

調査対象：野田商工会議所会員及び旧野田市内事業所 

調査期間：令和 2年 9月 10日(木)～9月 30日(水) 

調査方法：FAX、Eメール、インターネット… 
 
(該当欄に☑) 
◎事業形態について 
□個 人  □法 人  □団 体 

◎業種について 
□製造業  □卸売業  □小売業  □建設業  □運輸業  □飲食業 
□理美容及び療術等（対面によるもの）   □その他 (                   ) 

◎従業員数〔役員・パート・アルバイト等除く〕 
□なし  □5人以下  □10人以下  □20人以下  □30人以下  □50人以下 
□100人以下  □300人以下  □300人以上 

 
経営への影響について (該当欄に☑) 
[1]今期売上の前年同期との比較について（通算） 
 ＊減少 → □１～30％減少  □31～50%減少  □51～80%減少  □81％以上減少 
 ＊増減なし □ 
 ＊増加 → □１～30％増加  □31～50%増加  □51～80%増加  □81％以上増加 

[2]今期売上の前年同月との比較について（月別）(該当月･増減欄に✓) 
 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 
減 少       
増減なし       
増 加       

 

[3]取引先等について 
□仕入れ・調達が滞った  □仕入れ・調達先を変更・開拓した  □サプライチェーンの混乱があった 
□新規販路を開拓した  □特になし（現状維持） 
□その他（                                       ） 

[4]雇用について 
雇用の調整を行った 
 □非正規社員を解雇  □正規社員を解雇  □休業を与えた（正規・非正規とも）） 
□雇用を増やした（正規・非正規とも） 
□特になし（現状維持） 
□その他（                                       ） 

[5]先行き見通しについて (該当欄に✓) 
   業 況 売上増減 事業コスト 雇用状況 設備投資 資金繰り 
減少・悪化    (過剰)   
不 変       

増加・好転    (不足)   
 

 
貴事業所の新型コロナ感染症対策について (該当欄に☑) 
[6]感染防止対策方法についてお答えください(複数選択可) 
 □特に変更なし（通常通り）  □マスク・フェイスガード等の着用  □従業員・スタッフの検温 
□時差出勤 □出張・会議の中止、出席制限  □ソーシャルディスタンスの励行 
□アルコール消毒液等の設置  □仕切り板（ビニール・アクリル板等）の設置 
□換気・窓、ドア等の開放  □施設・設備等の消毒  □その他（               ） 

[7]営業方法・業務内容の変更状況についてお答えください(複数選択可) 
 □特に変更なし（通常通り）  □テレワークを導入した  □休業期間を設けた 
□営業(業務)時間を短縮した  □非対面ビジネスを導入した（キャッシュレス等） 
□テイクアウト・デリバリー事業を実施した  □ＥＣサイト（ネットショップ）へ参入した 
□その他（                                       ） 

スマートフォン・パソコン 
からもご回答頂けます 

回答期限 
9月30日（水） 



新型コロナ感染症対策の各種施策の活用について (該当欄に☑) 
＊下記設問の中で、申請･活用の仕方がわからない、今後申請･活用を検討しているにチェックの方は、どの制
度等についてか、また①～④などの数字以外の施策等を活用した場合などは、その他欄に記載してください。 

[8]支援給付金(複数選択可) 
□①持続化給付金(法人上限 200万円・個人上限 100万円)を活用した 
□②家賃支援給付金(法人上限 600万円・個人上限 300万円)を活用した 
□③千葉県中小企業再建支援金(20～40万円)を活用した 
□④野田市個人事業者等協力金(10万円)を活用した 
□いずれも申請していない   □該当しない   □活用したいが申請の仕方がわからない 
□今後申請を検討している   □その他（                          ） 

[9]雇用関連の助成金 
□①雇用調整助成金を活用した 
□②新型コロナウイルス感染症による小学校休業等対応助成金を活用した 
□申請したが不支給となった  □申請していない  □該当しない 
□活用したいが申請の仕方がわからない  □今後申請を検討している 
□その他（                                       ） 

[10]補助金 
 □①小規模事業者持続化補助金を活用した 
 □②ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金（もの補助）を活用した 
□③ＩＴ導入補助金を活用した  □申請したが、採択されなかった 
□いずれも申請していない  □該当しない  □活用したいが申請の仕方がわからない 
□今後申請を検討している  □その他（                            ） 

[11]事業資金融資 
□①日本政策金融公庫融資を活用した（マル経資金を除く） 
□②民間金融機関融資（セーフティーネット 4.5号保証含む）を活用した 

①②で、活用した月〔□3月 □4月 □5月 □6月 □7月 □8月〕 
 □いずれも活用していない  □申請したが、融資を受けられなかった 
 □活用したいが申請の仕方がわからない  □今後申請を検討している 
 □その他（                                       ） 
[12]その他の施策利用について 
 □①税務申告・納付期限の延長を活用した   
 □②厚生年金保険料等の猶予制度を活用した 
□③給食食材納入業者への経済的支援 
□④公共工事等に係る前金払の対象金額の引き下げ・前払金の上乗せ貸付制度(建設業者など) 
□申請したが、活用できなかった  □活用していない  □活用したいが申請の仕方がわからない 
□今後申請を検討している 
□その他（                                       ） 

 
今後の経営に関する施策等の要望について (該当欄に☑) 
 □支援金事業の継続・拡充  □対策融資制度の継続・拡充  □対策助成金・補助金の継続・拡充 
□申請書類の簡略化  □雇用の維持・確保に向けた支援  □テレワークの導入に対する支援 
□新しい生活様式（デジタル化・非対面型等コロナ対策）に必要な支援 
□相談・支援体制の拡充 □国・県・市等の支援策等の紹介 
□その他（                                       ） 

ご協力ありがとうございました。 
（任 意） 

事業所名  会員区分 □野田商工会議所会員 ・ □非会員 

住  所  電話番号  

 

野田商工会議所では、会員事業所様及び非会員事業所様（旧野田市内事業者に限る）に対して、予約制で経営指導員
による経営相談及び専門家による無料経営相談会〔毎週水曜日開催〕を行っています。 
上記設問において、「今後検討」・「活用したいが申請の仕方が分からない」と回答された事業所様で相談希望の際は、

個別相談〔無料・予約制〕等で対応します。 
相談希望の事業所様には、当所よりご連絡いたしますので「事業所名等」の欄は必ずご記入をお願いします。 

このアンケートの回答先・お問合せは… 野田商工会議所 中小企業相談所  

電話 04-7122-3585  FAX 04-7122-7185  Ｅメール：info@nodacci.or.jp 
※ご記入いただいた情報は、実態調査・分析のために利用する他、当所からの各種連絡・情報提供の為に利用することがございます。 

会議所事務処理欄 受付  月   日 区分：会員・非会員 受付担当： 確認連絡 済・未 相談員名： 
 


